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２  会    場   第２委員会室 

 

３  開会時刻   午前 ９時２７分 
 

４  閉会時刻   午前 ９時４７分 

                 

５  出 席 者 委 員 長 窪野 愛子 副委員長 橋本 勝弘 

 委  員 松本  均 委  員 藤澤 恭子 

 委  員 大井  正 委  員 山田 浩司 
 委  員 髙橋 篤仁 
 

        （当局側出席者） 協働環境部長、産業経済部長、所管課長 
        （事務局出席者） 議事調査係  山﨑貴哉 
 
 
６  審査事項 
 
 ・議案第１１６号 掛川市森の都ならここの里条例の廃止について  
 ・議案第１２０号 市有地の処分について 
  
 

 

７  会議の概要  別紙資料のとおり 
 
 

     以上のとおり、報告いたします。 

                      令和５年１２月 ５日 
 
 

   市議会議長  山本 裕三 様 
 

                      環境産業委員会 委員長 窪野 愛子 
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議 事 

午前９時２７分 開議 

○委員長（窪野愛子） おはようございます。 

 ただいまから環境産業委員会を開会いたします。 

 当委員会に付託されました議案は、議案第 116号、掛川市森の都ならここの里条例の廃止につい

てをはじめとして 2件であります。よろしく御審査をお願いいたします。 

 それでは、私のほうにて御連絡申し上げます。 

 初めに、発言の際には、挙手の上、委員長の許可を得てから必ず自席のマイクのスイッチを入れ

てから発言するようにお願いいたします。 

 次に、質疑においては、まずは議案のページを示し、疑問点を明瞭に発言することとし、答弁も

簡潔に分かりやすくお願いするともに、一問一答方式でお願いいたします。 

 それでは、審査に入ります。 

 議案第 116号、掛川市森の都ならここの里条例の廃止についてを議題といたします。 

 それでは、生涯学習協働推進課の説明をお願いいたします。 

 赤堀課長、お願いいたします。 

○委員長（窪野愛子） ありがとうございました。 

 ただいまの生涯学習協働推進課の説明に対する質疑をお願いいたします。 

〔「ないです」との声あり〕 

○委員（大井正） この件についてですものね。 

○委員長（窪野愛子） この件についてです。 

〔「いいです」との声あり〕 

○委員長（窪野愛子） 皆さんはよろしいですか。 

 では、質疑は終結ということでよろしいですね。 

〔「はい」との声あり〕 

○委員長（窪野愛子） それでは、質疑を終結いたします。 

 ここで、委員間討議をお願いいたします。 

 意見のある方はお願いします。 

 大井委員。 

○委員（大井正） 昨日委員会を傍聴しているときに、鈴木委員と草賀委員との間で議論になった

件なんですが、そもそもこうしたプロポーザルも終わってからこういうものが出てくる。そうする
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と、仮に否決したら、この人たちどうなるんだという問題もあるし、だから、では、可決ありきで

何で提案するんだという話もあって、手続論的にちょっと疑問かなというのがあります。 

 それと、そもそもの立場として、民間譲渡反対の立場なものですから、この議案にはちょっとそ

ういう意味で賛成しかねるという。 

○委員長（窪野愛子） 反対。 

○委員（大井正） はい。 

○委員長（窪野愛子） 反対だということ。 

○委員（大井正） 反対です。 

○委員長（窪野愛子） それはまだ今討議ですので。 

 ただいまの大井委員の御意見に対して、ほかの考えの方はいらっしゃいますか。 

 副委員長。 

○副委員長（橋本勝弘） 一連の手続は全員協議会の中でも、公募条件のプロポーザルの話も説明

がありましたし、やはり地元の同意という熟度がどの程度なのかというのはあると思うんですが、

いずれにしろ、同意を受けて、株主は森林組合の件は最終的にはどうだったのかちょっとあれなん

ですが、いずれにしろ順番立てて進めてきておりますし、やはり大事なのは、この辺地債を繰上償

還して有利な辺地債なので、やっぱり中山間地の振興に使いますというようなこともしっかり今後

やっていっていただければ、地元の方々も徐々にこのならここの民間の活力の部分と、さらに市が、

行政が中山間地のために辺地債でいろいろやっていくというのをセットでいけば、必ずあの地域の

振興につながると思いますので、ぜひそういったことも含めてやっていけばと思いますので、私と

しては問題なく賛成ということです。 

○委員長（窪野愛子） ただいまの橋本副委員長の意見に対してどなたかございませんか。 

〔発言する声なし〕 

○委員長（窪野愛子） それでは、討議を終わります。よろしいですね。 

 それでは、委員間討議が終了しましたので、討論はありませんか。 

 大井委員。 

○委員（大井正） 反対の立場から討論させてください。 

 ならここの里自体の市における役割とか、そういうのは昨日明らかになって、その点では提案者

と共有できていると思います。だから、それを今後、維持発展させる手法として、建物を民間に譲

渡して管理運営を任せるということでしたが、現在の運営方法、第三セクター的な運営方法をもっ

と深掘りしておくべきではなかったかと考えます。主な理由は、市の観光行政なり、地域振興なり、
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子供たちの教育学習なり、こういった施策をよりダイレクトに反映させるのが公共施設の役割だと

考えますので、その点の自由度が減少する可能性があると。あと、重大災害等があったときの復旧

方法に今明確に見通すことができない形になってしまうのも不安であるということで、そもそも譲

渡というものに反対なものですから、ここでこの条例を廃止することに反対します。 

○委員長（窪野愛子） はい、分かりました。 

 それでは、ほかに討論ございませんか。御意見。 

 はい、お願いします。 

○副委員長（橋本勝弘） 議会の本会議でもちょっと質問させていただいたのですけれども、市内

には 195だか 6だかの公共施設があって、平成27年度末かな、公共施設等総合管理計画を策定され

まして、その手法は当然複合化であったり、市長は縮充という言葉も使っていますけれども、当然

統廃合があり、民間譲渡がありという幾つか区分がある中のやっぱり民間譲渡できるという言い方

変ですけれども、すべきという施設の当然ああいったものはする方向にあるというふうに思います

し、しかもかなり耐用年数が経過していて、新たに投資するにはなかなかほかの投資を抑制しない

といけないというようなこともあるので、やはり民間譲渡という選択肢はやむを得ないというより

も、むしろそういう方向が今の流れではないかなと思いますし、そこを民間譲渡されたときに、い

かにしっかり行政がセーフティネットを張って、地元の振興につながるようにやっていくかという

ことで、そこはしっかり考えていただけるということなので、この民間譲渡そのものについては全

く問題ないというふうに私は思います。 

○委員長（窪野愛子） ありがとうございました。 

 ただいま賛成、反対、両方の意見を頂戴いたしました。 

 反対の理由としては、そもそもがこの譲渡に反対だということがまずは挙げられましたね。それ

で、でも、様々なこともすごく懸念があるということで、市の観光あるいは地域の活性化、また教

育の観点から、付け加えて重大災害に対する懸念等々もまだ残っているということで、やはりこれ

を公共でやっていく意義があるというような思いが強いということで反対ということでございます。 

 賛成の方の御意見としては、もう公共施設の削減、縮減等をすることが市としては方向性になっ

ていますし、付け加えて言うなら、議会報告会のテーマにもなってやってきている公共施設の削減

というということで取り組んできていますし、そういうこともありまして、これからそのあたりを

しっかりと行政がやるべきことというか、この先も民間譲渡したから、そのままもうお任せではな

くて、しっかりとそこを見守ってチェックをして、そういう機能はしっかりと担保していくという

ことで賛成ということで伺いました。 
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 それでは、ほかに。どうぞ、お願いします。 

○委員（大井正） 反対討論に 1点付け加えさせてください。 

 公共施設の縮充を図るというテーマにけちをつけることはありません。この施設は充実させるべ

き施設と認識しております。 

○委員長（窪野愛子） はい、分かりました。 

 それでは、採決に入ってよろしいですか。 

〔「いいです」との声あり〕 

○委員長（窪野愛子） 議案第 116号、掛川市森の都ならここの里条例の廃止について、原案どお

り可決することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（窪野愛子） 当委員会に付託されました、賛成多数ということですね、議案第 116号に

ついては原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

○委員長（窪野愛子） それでは、議案第 120号、市有地の処分についてを議題といたします。 

 産業労働政策課の説明をお願いいたします。 

 溝口課長、お願いします。 

○委員長（窪野愛子） ただいまの産業労働政策課の説明に対する質疑をお願いいたします。 

 はい、どうぞ大井委員。 

○委員（大井正） 昨日伺ったのとは別件ですが、この売却面積で価格を割りますと、平米単価で 

1万 9,000円余、坪単価で 6万 2,900円余になると思いますが、この値というのは先行販売したと

ころと同じなんでしょうか、違うんですか。 

○委員長（窪野愛子） 溝口課長、お願いします。 

○産業労働政策課長（溝口尚美） 地目毎の単価は同じにしてあり、法面と有効宅面の比率で計算

されています。 

○委員（大井正） そういうことですか。 

○委員長（窪野愛子） 大井委員、まだいいですか。 

 はい、どうぞ。 

○委員（大井正） 同じにしていても、昨日伺ったかけた諸経費が回収できる結果になったと。こ

れは結果論としてそうなったということですか。 

○委員長（窪野愛子） 溝口課長。 

○産業労働政策課長（溝口尚美） むろん実績でやりますので、結果論ですけれども、契約の際に
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面積の修正とともに、修正契約をする前提で話をして、1個目の興国インテックのほうもそうして

ありまして、南側区画は造成が完了した後で単価を計算して仮契約を結んでいますので、大丈夫で

す。 

○委員長（窪野愛子） 大井委員、よろしいですか。 

○委員（大井正） はい。 

○委員長（窪野愛子） ほかいかがでしょうか。 

 ございませんか。 

〔「なし」との声あり〕 

○委員長（窪野愛子） それでは、質疑を終結いたします。 

 質疑が終わりましたので、ここで委員間討議をお願いいたします。 

 意見のある方はお願いいたします。 

 よろしいですか。御意見ありませんね。 

〔「なし」との声あり〕 

○委員長（窪野愛子） それでは、討議を終結します。 

 それでは、討議を終結して、討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（窪野愛子） それでは、採決に入ります。 

 議案第 120号、市有地の処分について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手をお願いい

たします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（窪野愛子） はい、下ろしてください。ありがとうございます。 

 議案 120号、市有地の処分について、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 以上で環境産業委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

 次に、閉会中の継続調査申出事項についてを議題といたします。 

 お手元に資料を配付してありますので、御覧いただきたいと思います。 

 資料のとおり、17項目の内容でよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○委員長（窪野愛子） それでは、環境産業委員会の継続調査申出事項については、資料のとおり

17項目といたします。 
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 以上で環境産業委員会を終了いたします。 

 皆さん、お疲れさまでした。ありがとうございました。 

午前９時４７分 散会 

 

 


